
前回と違って、今回は雲一つない晴天で始まった立岩ダッシュ村。

地元の方々が早朝から、田植えと草木染の下準備をしてくれてました。

棚田には水が引かれて、きれいな田園風景が広がっていました。

第３回「立岩ダッシュ村」

平成３０年６月２日（土）活動



西原村長から、田植えの方法を丁寧に教えてもらいました。

作業方法が分かったら、みんな裸足になって、田んぼの中へレッツゴー。

田泥の中は動きにくくて、腰を曲げての田植えはなかなか大変でした。

慣れてくると、農家さんに褒められるくらい上達した子もいました。



田植えが早く終わった班は、キャリーにいっぱい玉ねぎを収穫。

泥だらけの格好で、班ごとに記念撮影。

みんなとてもいい笑顔でした。



班毎のチームワークも良くなってきました。

天気が良かったので、棚田の傍でお昼ごはん。作業の後のお弁当は格別。

追加で届いた苗を植えました。既に上半身も泥だらけの人もいました。

午後は池谷先生から、Ｔシャツの草木染めを教えてもらいました。



Ｔシャツがどんな色に染まるのか、すごく楽しみです。

夕日眺望に参加する子ども達は、蒸しパン作りに挑戦。指導してくれた

のは、ダッシュ村で毎年お世話になっている中村 和憲 先生。

夕方、家族の方も合流して、子ども達と一緒に棚田まで歩いて出発。



到着すると、見事な夕日がみんなを迎えてくれました。

みんなが頑張って田植えした水田に、きれいな夕日が映っていました。

家族でしばらくの間、沈んでいくきれいな夕日を堪能しました。

持参したカメラで、皆さんたくさんの写真を撮っていました。



最後に西原村長からあいさつ。

子ども達も家族の皆さんの前で、きちんと村長の話を聞いていました。

こうして晴天に恵まれた第３回目の活動は終了しました。

長い一日でしたが、皆さんお疲れさまでした。次回も頑張りましょう！


